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論 文 の 内 容 の 要 旨

ニワトリ飼料の重要な原料であるトウモロコシは､外皮と糊粉層に集中して非

デンプン性多糖類を含んでいる｡可溶性ヘミセルロースを含む非デンプン性多糖

類の可溶性画分は通常粘性があり､穀物あるいは亘の副産物の栄養価に影響する｡
デンプン､蛋白質および脂肪の消化阻害がトウモロコシ以外の穀物の可溶性非デ

ンプン性多糖類を給与したニワトリで報告されているが､可溶性トウモロコシヘ

ミセルロケス(SCH)の影響についてニワトリではほとんど知られていない｡

ニワトリで可溶性の非デンプン性多糖類は､微生物が多く生息する盲腸に到達す

ることができ､発酵して拝発性脂肪酸(VFA)を生成することから,本研究は

ニワトリヒナにおける飼料中のSCHの栄養生理学的な影響を特に盲腸内VFA

に注目して明らかにす.ることを目的とした｡

得られた結果を要約すると以下のと･おりであった.

(1)9日間SCH飼料を給与レた場合の成長､栄養素の利用､盲腸内VF.阜お

よび消化器官に及ぼす影響を調べ､飼料のSCHは飼料摂取量､体重増加､飼料

要求率およびすい臓や回腸を除く一消化器官の発育に影響しないが､乾物や可溶無

窒素物の消化率とエネルギー代謝率を低下させること､および盲腸内め酢酸､プ
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ロビオン酸､酪酸を増加させるこ七を明らかにした｡このことは,9･日間のSC

H給与はニワトリ飼料に7%まで含まれても問題がないとことを示している｡

･(2)21日間SCHを給与した場合､7%scH飼料の給与は(1)結果と異な

り飼料要求率を高め成長を由制した｡､また､SCH飼料の給与は回腸と盲腸の長
さと重さ､盲腸内酢酸､プロビオン酸､酪酸の増加となったが､血祭と肝臓のコ

レステロール濃度を低下させた｡本実験はニワトリにおける飼料SCHのこの低

コレステロール効果を初めて明らかにするとともに､長期間給与する場合は飼料

中のSCHを3.5%以下にする必要があることを示した｡

(3)静脈内に投与した酢酸は速やかに代謝されCO2になり､この速度嘩グル

コースより速いことから､盲腸内に発生した酢酸はグルーコースと同等かそれ如上
に効率的にエネルギー源として干ワトリで消費されることを示唆した｡

(4)コレステロール付加飼料にプロピオン酸を添加したところ､給与開始後9

日に血祭コレステロールの低下か観察された｡これはニワトリにおいて飼料中の
プロピオン酸が低血祭コレステロール効果を持っていることを示した初めての実

験となった｡この結果はSCH給与時に観察された低血祭コレステロールが盲腸

内に発生したプロピオン酸によって起こる可能性を示すものであった｡

(5)飼料中のSCHの低コレステロール効果とコレステロール排泄量との関係

についてコレステロール添加飼料にSCHを殴階的に加えて調べた｡本実験はコ

レステロール添加飼料給与時にもSCHが血祭や肝臓コレステロール濃度を低下
させることとともに排泄コレステロール量を飼料中のSCH濃度に応じて増加す

ることを明らかにした｡したがって､本研究の結果は飼料中のSCHはニワトリ

において糞中へのコレステロール排泄量を増加することが血祭および肝臓コヤス

テロール濃度低下の主要な要因であることを示唆した｡

以上の結果から◆､飼料中にSC=が･3･5%以下であればニワトリヒナの成長と栄

養素の利用性に悪影響は無いこと､SCHは血祭と肝臓コレステロール濃度を主

としてコレステロールの排泄の促進とプロピオン酸による生成の抑制によって低

下させること､SCH給与時に盲腸内に発生する酢酸はエネルギー源として用い

られこと､および酪酸と消化管の発育との関係の可能性などが明らかになった｡

審 査 結 果 の 要 旨

本研究は,従来ほとんど知られていなかった.ニワトリヒナにおける飼料中の可溶性

トウモロコシへミセルロ･ナス(SCEトの栄養生理学的な影響を,特に盲腸内VFAに
注目して,明らかにすることを目的として行われた｡

先ず,9日間SCH飼料をニワトリヒナに給与した場合､飼料のSCHは飼料摂取

量､体重増加､飼料要求率およびすい臓や回腸を除く消化琴官の発育に影響しないが二
乾物や可溶無窒素物の消イヒ率そtてエネルギー代謝率を低下させること､串皐び盲腸

内の酢軌プロ豆オン酸､酪酸を増力ロさせることを明らかにした｡さらに,21日間S



CHを給与して同様に嗣べた結果､9日間の結果と異なり7%scH飼料の給与は飼

料要求率を高め､成長を抑制した｡また､このときS-CH飼料の給与は回腸と盲腸の

長さと重さ､盲腸内酢酸､プロピオン酸､酪酸の増加となるのにたいし､申妓と肝級

のコレステロ.｣ル濃度を低下させることをニワトリで初めて明らかにした｡これらの
結果は,短期間のSCHの給与では7%飼料に含まれてもヒナの成長や栄養素の利用

性に問題はないが長期間給与する場合には飼料中に3.5%以下であることが必要であ

ること,および飼料中のSCHは血祭や肝臓のコレステロール濃度を低下させ,.盲腸

内のVFAの発生を増加させることを,初めて明らかにした点で高く評価できる｡

この盲腸内に発生した酢酸は,グルコースと同等かそれ以上効率的にエネルギー源

としてニワトリヒナで消費されることを,13cでラベルした酢酸とグルコースをニワ

トリに投与した呼吸試験によ?て明らかにした｡

次に盲腸で発生一し吸収されたプロビオン酸と飼料SCH給与時の低コレステロー

ル効果との関係を調べ,ニワトリにおいて飼料中のプロピオン酸が低血祭コレステロ

ール効果を持っていることを初めて明らかにし,SCH給与時に観察された嘩血祭コ

レステロールが盲腸内に発生したプロピオン酸によって起こる可能性を示唆した｡

さらにSCHが低コレステロール効果を起こす別の機構の可能性について検討し,

摂取されたSCHの高粘性による腸管からのコレステロールの吸収阻害,･その結果と

してのコレステロールの糞中への排泄量の増加がSCHよる低コレステロールの主た

る原因であることを示した｡

これらの鱒呆は,ニワトリの主飼料原料であるトウモロコシ中に含まれる可溶性ヘ
ミセルロースはニワトリのエネルギー代謝とコレステロール代謝に対し有意な影響

を持っていることを縛めて明らかにし,さらにその機構について検討したもので高く

評価できる.

本論文について,審査委員会で慎重審鼓した結果,t本論文は岐阜大学大学院連合農

学研究科の学位論文として十分価値あるものと罷めた｡
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